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環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7 条の規定に基づき、一般に対し方法書を作成した旨及びその他事項を公告

し、方法書を縦覧に供した。 

(1) 公告の日

令和 5 年 3月 17 日（金）

(2) 公告の方法

ア．日刊新聞紙による公告

公告は令和 5 年 3 月 17 日（金）付の日刊新聞紙「朝日新聞（三重全県版）」、「毎日新聞（三重

全県版）」、「読売新聞（三重全県版）」、「中日新聞（三重版）」、「伊勢新聞」に掲載した。（別紙 1） 

イ．インターネットへの掲載による公告

ホームページに令和 5年 3 月 17 日（金）より掲載した。（別紙 2）

 https://www.pacificoenergy.jp/news/detail/20230317/ 

(3) 縦覧場所

関係地域を対象に、以下に示す 3カ所にて縦覧を実施した。また、パシフィコ・エナジー株式

会社のホームページにおいて、インターネットの利用により電子縦覧を行った。

・津市役所（環境部環境保全課）（津市西丸之内 23 番 1 号）

・津市役所（白山総合支所地域振興課）（津市白山町川口 892）

・津市役所（大三出張所）（津市白山町二本木 1001-253）

(4) 縦覧期間

・縦覧期間：令和 5 年 3 月 17 日（金）から令和 5 年 4 月 17 日（月）まで

（意見提出期限である令和 5 年 5月 1 日（月）まで追加して閲覧に供した） 

・縦覧時間：各施設の開庁日の開庁時間に準じた。

※インターネットの利用による縦覧（電子縦覧）も上記縦覧及び閲覧期間と同じとし、電子縦

覧は期間中、終日アクセス可能な状態とした。

(5) 縦覧者数

縦覧者数（縦覧者名簿記載者数）は 1 件であった。
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「環境影響評価法の一部を改正する法律」（平成 23 年法律第 27 号）第 7 条の 2 の規定に基づ

き、方法書の記載事項を周知するための説明会を開催した。 

開催場所、開催日時及び来場者数は表 1-1 に示すとおりである。 

 

表 1-1 開催場所、開催日時及び来場者数 

 開催日時 開催場所 来場者数 

第 1 回 
令和 5 年 4月 3 日（月） 

18 時 30 分～20 時 
津市 白山総合文化センター多目的室 13 名 

 

「環境影響評価法」第 8 条の規定に基づき、環境の保全の見地から意見を有する者の意見の提出

を受け付けた。 

 

(1) 意見書の提出期間 

令和 5 年 3月 17 日（金）から令和 5 年 5 月 1 日（月）まで 

（郵送での受付は、当日消印有効とした） 

 

(2) 意見書の提出方法 

方法書に対する環境保全の見地からの意見は、以下の方法により受け付けた。 

①パシフィコ・エナジー白山合同会社への書面の郵送 

②方法書縦覧場所に設置した意見書箱への投函 

③住民説明会会場での提出（別紙 3） 

 

(3) 意見書の提出状況 

提出された意見書の総数は 1 通 2件であった。 
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環境影響評価方法についての意見の概要及び事業者の見解 

「環境影響評価法」第 8 条第 1 項の規定に基づいて、当社に対して意見書の提出により述べられ

た環境の保全の見地からの意見は 1 通 2 件であった。 

「環境影響評価法」第 9 条及び「電気事業法」第 46 条の 6 第 1 項の規定に基づく、環境影響評

価方法書についての意見の概要並びにこれに対する当社の見解は、表 2-1 に示すとおりである。 

 

表 2-1 環境影響評価方法書について述べられた意見の概要と事業者の見解（意見書） 

【事業計画】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

1 

太陽光発電事業場内排水対策について。パネ

ル敷設により排水量環境が変化すると想定

されるが、対策について伺いたい。 

本事業ではパネル下を含めて種子吹付によ

る緑地化を行うことに加え、既存のゴルフ場内

の道路が減少することで、対象事業実施区域内

の緑地面積が増加する見込みであり、排水量環

境への大きな影響があるとは考えにくいと理

解しております。 

上記を踏まえ、既存の排水設備を生かすよう

な排水対策および保全対策を検討し、周辺河川

への影響の低減に努めます。 

 
【その他】 

No. 一般の意見の概要 事業者の見解 

2 

反射光による周辺地域（三ヶ野上広）の営農

栽培作物「次郎柿」に対する環境影響につい

て。柿の生長（花芽分化・熟成等）に与える

影響、栽培地への照射環境について伺いた

い。 

現在各メーカーが供給しているパネルはガ

ラスとセルに表面加工が施されており、光の散

乱による防眩効果および輻射熱の低減が期待

できます。加えて三ヶ野上広地区は対象事業実

施区域の北側に位置しており太陽光パネルは

主として南向きに配置するため、対象事業実施

区域の北側への反射光は発生しないと考えら

れますが、詳細については、今後検討する太陽

光パネルの配置計画や残地森林の分布状況を

踏まえて、反射光の発生範囲を予測します。 

なお、反射光による住居や果樹栽培への影響

については、周辺住民の方々がご心配されるこ

とのないよう、準備書の住民説明会等で検討結

果を丁寧に説明する予定です。 
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